
北海道における新たな農業展開

～北海道新顔野菜「なす」の隔離床養液栽培と環境制御技術による産地形成～

石狩農業改良普及センター
地域第二係

活動年次：令和５～７年
対 象：江別市全域

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

➢ 試作・栽培支援（R4～）
➢ 道内視察
➢ 講習会
➢ 各視察研修受入れ

時代に対応した
高収益品目「なす」

暑さに強い！
高収入！
地産地消！

①抱えていた問題点【重要病害】

土壌病害「半身萎凋病」が猛威を奮う！ 隔離床養液栽培(ヤシ殻培地)

②環境制御の導入

他の作業もあるからなるべくな
ら時間もかけたくない！
儲かるために量をとりたい！

【省力化と増収を同時に狙う】

安価な環境制御機器の導入(既存品の半額以下)

一
発
解
決
！



３ 活動の成果 ***************************************************************

４ 今後の活動 ***************************************************************

・戸数、面積拡大後の栽培支援
・収量増収に向けた台木の検討、簡略的な整枝技術の導入
・環境制御コンソーシアム設立支援

2023年はタイマー式かん水

2024年は日射比例式かん水
→作物が必要とするときに養
水分があるようにする！

上川農業試験場支援のもと
自作式制御盤の作成

年度
重量

(g/個)

価格

(円/個)

収量

(kg/10a)

制御機器

(円/機)

肥料費

(円/10a)

収支

(円/10a)

2023 130 51 5,795 ー 39,000 2,252,216

2024 200 70 9,774 65,640 117,000 3,238,416

支出収入
かん水方法変えたら収量
ほぼ倍増して、手取りも
増えた！

作物の生育に応じたかん水の実施

複合環境制御の実施

北海道基準反収の
約３倍
(色んな失敗はしたけども…)

儲かる品目、
技術

江別市だけでなく、恵庭市でも取り組
み拡大！
ＪＡ道央長なす生産部会も設立！

環境制御技術は
「トマト」「きゅうり」「花き」「ピーマン」
など他品目でも取り入れられるように！
→環境制御技術により北海道基準反収が変わる
可能性

新規にハウス５棟で「なす」
を導入したい！
作物・省力化のためにも環境
制御技術も合わせて導入した
い！

作付戸数・面積の拡大


